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 資料紹介  

 

地方分権改革推進委員会『義務付け・ 
枠付けの見直しに係る第３次勧告に向 
けた中間報告』について       

 

 

上 林 陽 治 

 

 

 2009年６月５日、地方分権改革推進委員会は『義務付け・枠付けの見直しに係る第３次

勧告に向けた中間報告』（以下、「中間報告」と省略）を取りまとめた。「中間報告」は、

内閣に設置された地方分権改革推進本部（本部長：麻生総理、副本部長：佐藤地方分権改

革担当大臣、本部員：全閣僚）の第７回会合（2009年６月12日）にも提出された。 

 

 

 1. 「第２次勧告」から「中間報告」へ至る経過 

 

 「義務付け・枠付けの見直し」については、地方分権改革推進法第５条において、

「（前略）行政の各分野において、（国と）地方公共団体との間で適切に役割を分担する

こととなるよう、地方公共団体への権限の移譲を推進するとともに、地方公共団体に対す

る事務の処理又はその方法の義務付け及び地方自治法第245条に規定する普通地方公共団

体に対する国又は都道府県の関与の整理及び合理化その他所要の措置を講ずるものとす

る」と規定しており、地方分権改革推進委員会が行う勧告事項の主要課題に位置付けられ

ている。 

 これを受け、地方分権改革推進委員会は、設置当初から「義務付け・枠付け」に係る調

査審議を進め、2008年12月８日に取りまとめられた『第２次勧告～「地方政府」の確立に

向けた地方の役割と自主性の拡大～』（以下、「第２次勧告」と省略）では、自治事務に

関し、法令による義務付け・枠付けをし条例で自主的に定める余地を認めていないものは、

条項単位で482法律10,057条項で、このうち4,076条項が規定の見直しが必要であることを

明らかにし、これを見直しの対象（以下、「見直し対象条項」という）とするとした。 
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 さらに「第２次勧告」では、上記の「見直し対象条項」について、「①廃止（単なる奨

励にとどめることを含む）、②手続、判断基準等の全部を条例に委任又は条例による補正

（「上書き」）を許容、③手続、判断基準等の一部を条例に委任又は条例による補正

（「上書き」）を許容、のいずれかの見直しを行う必要があるとした」と勧告した。その

上で、「見直し対象条項」のうち、(ａ)施設・公物設置管理の基準、(ｂ)協議、同意、許

可・認可・承認、(ｃ)計画等の策定及びその手続きに係るものは、特に問題があると認識

し、地方分権改革推進委員会として第３次勧告に向けて具体的に講ずべき措置の調査審議

を進め、結論を得るとしていた。 

 すなわち「第２次勧告」では「見直し対象条項」をリストアップしたが、条項ごとの具

体的な見直し方策までは勧告できなかったので、具体的な講ずべき措置について「第３次

勧告」までに結論を得るものとし(１)、地方分権改革推進委員会において、独自に上記

(ａ)～(ｃ)について重点的に調査審議を進めるとしたのである。 

 今回の「中間報告」は、上記(ａ)～(ｃ)について具体的に講ずべき措置の方針について

一定の整理を行い、第３次勧告に向けた考え方として取りまとめられたものである。 

 

 

 2. 「中間報告」概要 

 

(ａ) 施設・公物設置管理の基準 

   児童福祉法に基づく児童福祉施設最低基準の遵守義務規定や道路法に基づく道路構

造・道路標識の基準、公営住宅法に基づく入居者資格要件などを対象とし、自治体が

施設・公物を設置し、管理・運用するにあたり、その総量、構造・設備、配置する職

員の数・資格、職員給与・研修、利用者資格・利用者数を義務付けているものを見直

し対象範囲としている。 

   見直しの方法は、当該施設等基準について(イ)法令による基準設定を廃止し、自治

体に基準設定の要否を委ねる、(ロ)法令で基準の条例への委任の措置を講ずる、とし

                                                                                 

(１) 第57回地方分権改革推進委員会（2008年９月16日）議事録（以下、「第57回（080916）議事

録」と表す）における西尾代理の発言「こういう基準で物を考えるというようなことまでは第

２次勧告に間に合うかもしれないけれども、その結果を踏まえて、こう変えてくれ、こう変え

るべきだという具体的な提言はひょっとしたら３次勧告まで延ばさないと完了しないのではな

いでしょうか」参照。 
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ている。さらに条例に委任する場合であっても、(ⅰ)必要最小限のものについて条例

制定にあたっての「参酌すべき基準」として国が設定することは許容するが、(ⅱ)

「従うべき基準」を国が設定することは限定され、医師資格や看護師資格のような国

家試験合格によって一定の業務を行うために必須で、民間と共通の士業等の資格につ

いて特に基準を示す必要がある場合にするとした。 

   なお、「参酌すべき基準｣(２)とは、自治体が条例を制定するにあたり、十分参照し

なければならないという意味の基準と説明されている(３)。また、「中間報告」では

これまでさまざまにイメージされてきた(４)国の法令の「上書き」について、「この

『参酌すべき基準』について、その法的性格をここで整理したとおり、地域の実情に

応じて、地方自治体が条例で異なる内容を定めることを許容するものであることから、

地方自治体の条例による国の法令の基準の「上書き」を許容するものということがで

きる」と整理した。 

   さて、施設・公物設置管理の基準に係るこうした取り扱いについて、義務付け・枠

付けを法令で定めてきた所管官庁側の抵抗感は強い(５)。「中間報告」ではこれに対

し「義務付け・枠付けの見直しとは、サービス水準の切下げでも、国の政策目的を阻

害する地方自治体の施策の許容でもない。国が全国一律に決定し、地方自治体に義務

付けていた基準、施策等を、地方自治体自らが決定し、実施するように改める改革で

あり、これによって、各地域において、その地域の実情に合った最適なサービスが提

供され、最善の施策が講じられるよう、国と地方自治体の役割分担を見直すもの」で

あると主張している。 

                                                                                 

(２) 「参酌すべき基準」の法令上の例として、次の条文が紹介されている。「就学前の子どもに

関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」第３条第１項第４号、第２項第３号

「文部科学大臣と厚生労働大臣とが協議して定める施設の設備及び運営に関する基準を参酌し

て都道府県の条例で定める認定の基準に適合すること」。 

(３) 第85回（090528）議事録における小早川委員の発言を参照。 

(４) 第85回（090528）議事録における西尾代理の以下の発言を参照。「前書いていた文章の上に

次の文章を書いて、ぽんと『上書き』機能を使いますと、昔の文章が消えて新しい文章にさっ

と変わります。『上書き』という表現を使うと、そういうイメージがあると思います。国の法

令に書いてあった文言と全然違うことを条例で書けるという意味だったのではないのかと理解

していた人がたくさんいると私は思うのです」。 

(５) 第78回（090325）議事録。厚生労働省村木雇用均等・児童家庭局長発言「最低基準を外すと

いうことは何を意味するかというと、最低基準より良いものは今でもよいわけですから、今の

最低基準を下回るものができるということです。それが自由になるということです。それに対

しては、正直申し上げて、非常に反対が強かった」参照。 
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(ｂ) 協議、同意、許可・認可・承認 

   見直しの対象は、自治事務において、(イ)市町村が国、都道府県に対して行う協議、

都道府県が国に対して行う協議、(ロ)市町村が国、都道府県から受ける同意、許可・

認可・承認、都道府県が国から受ける同意、許可・認可・承認である。具体的な法令

では、都市計画法に基づく、都道府県の都市計画決定に係る国土交通大臣・市町村の

都市計画決定に係る都道府県知事の協議・同意や港湾法に基づく重要港湾入港料に係

る国土交通大臣の協議・同意等々である。 

   見直しの方法は、(ⅰ)同意を要する協議を許容する場合、(ⅱ)同意を要しない協議

を許容する場合、(ⅲ)許可・認可・承認を許容する場合、(ⅳ)意見聴取を許容する場

合、(ⅴ)事前報告・届出・通知を許容する場合、(ⅵ)事後報告・届出・通知を許容す

る場合のそれぞれについて、詳細な条件を設定し、当該条件にあてはめて現行法令の

「協議、同意、許可・認可・承認」の規定を分類し、自治体の自由度を拡大しようと

するものである。 

   この見直し方法の意味について、地方分権改革推進委員会で義務付け・枠付けの見

直しを担当した小早川委員は、次のように語っている。 

    「第１期（分権）改革では、同意付きの協議やよりきつい関与はできるだけ縮減

するようにしたが、一般の協議は無罪放免になっていた。だが『義務付け・枠付

け』という視点からみれば『協議』自体も義務付け・枠付けに当たる。今回はそれ

を拾い上げ、もう一度、必要最小限度まで縮減していこうというのが基本的な考え

方だ。そのため『協議』と『義務付けなし』の間に、意見聴取や報告、届出などよ

り弱い形態をきちんと段階付けることにした｣(６) 

   すなわち、関与のルールに従い、自治事務に係る国・都道府県の関与について、そ

の度合いを「強」から「弱」へ、「事前」から「事後」へと見直すことで自治体の自

由度を拡大しようとしているのである。 

 

(ｃ) 計画等の策定及びその手続 

   見直しの対象範囲は、(イ)地方自治体又はその機関による計画、方針、指針、構想

等の策定の義務付け、(ロ)計画等の策定に当たっての内容（盛り込むべき事項の記

載）の義務付け、(ハ)計画等の策定に当たっての事前・事後の手続きとして、関係者

                                                                                 

(６) インタビュー「小早川光郎に聞く 義務付け・枠付け『中間報告』の読み方」『ガバナン

ス』№100、2009.8 
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による議決、関係者の意見聴取等、公示・公告・公表、閲覧・縦覧等を課しているも

の。具体的な法令としては、農山漁村電気導入促進法に基づく都道府県の農山村電気

導入計画の策定義務、中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関す

る法律に基づく都道府県の基本構想の策定義務、中心市街地の活性化に関する法律に

基づく中心市街地活性化基本計画の策定などである。 

   見直しに係る具体的に講ずべき措置の方向としては、計画策定や内容に係る規定を

廃止するか、努力規定化等を行うとし、それぞれについて、「できる」規定化、努力

義務化、大枠化などの参照条文例を挙げている。 

 

 

 3. 今後のスケジュール 

 

 中間報告では、上記2.(ａ)～(ｃ)までの重点事項について引き続き、2009年秋に予定さ

れる第３次勧告に向け調査審議を進めるとし、その一環として、重点事項についてワーキ

ンググループで見直し案を作成し、回答期限を８月５日として７月２日付で各府省に意見

を求める調査依頼を発出した。 

 義務付け・枠付けの見直しに関わって、「第２次勧告」では、今後制定される法令につ

いて第１次分権改革時の関与のルールや今次分権改革における自治事務の義務付け・枠付

けの諸原則に沿ったものとなるよう、「各府省及び政府全体として自律的にチェックして

いくための組織的な仕組みについても検討を進める予定」としている。 

 この点について「中間報告」は、「義務付け・枠付けの立法原則に求められる内容と、

有るべき定立方式について、今後、検討を進める」とし、課題として残っているとの認識

を示している。 

（かんばやし ようじ (財)地方自治総合研究所研究員） 

 



義務付け・枠付けの見直しに係る第３次勧告に向けた中間報告 （見直しフロー図）

存置を許容

廃止、又は条例へ委任

各類型で許容する
ものとされている

形態を許容
廃 止

○条例制定に当たって
「従うべき基準」を設定
するのは一定の場合に
限定

○条例制定に当たって、
必要最小限のものにつ
いて「参酌すべき基準」
を設定するのは許容

廃止、単なる奨励
へ移行

次のいずれにも該当と
所管府省から回答が

あった場合

左に該当
しない場合

一定の類型
（別添資料）に
該当する場合

①～③に係る部分を含
む場合、策定及び内容
の義務付けの存置を許
容

次の④に係る部分を含
む場合、内容の義務付
けは存置を許容、策定
の義務付けは単なる奨
励へ移行

左に該当
しない場合

左に該当
しない場合

（イ）定量的、個別具体的
な文言を何ら含まない

（ロ）当該基準の内容を、
定量的、個別具体的に
定めるために、条例を
制定することが許容さ
れている

① 私人の権利・義務に関
わる行政処分等の直接
的根拠

② 地方自治体の区域を
越える一定の地域につ
いて総量的な規制・管理

③ 基本的事項について
市町村による一定の判
断があることを直接的な
根拠として都道府県が計
画策定

(a)施設・公物設置管理の基準 (b)協議、同意、許可・認可・承認 (c)計画等の策定及びその手続
※計画等の策定及びその内容の場合の例

第２次勧告における整理を前提

④ 法制度上、国の税制・
財政・法制上の特例措置
が講じられる計画策定
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